
科目名 単位数 科目担当者 授業科目の内容

歯 科 保 健 指 導 論 Ⅳ 3 岡元　明菜
歯科衛生士の実務経験を活かして，実務と学理の両面から，歯科保健指導論をわかりやすく解
説する。

歯 科 予 防 処 置 論 Ⅱ 4 門脇　明美
歯科診療所で歯科衛生士の勤務経験を活かして，授業内演習を通じて，歯科予防処置論の知
識・技術の獲得を目指す。

歯 科 診 療 補 助 論 Ⅴ 2 鷹巣　美香
歯科衛生士としての実務経験を活かして，歯科衛生士としての責任感を理解させ，実践に向け
てさらなる技能の向上をさせる。

歯 科 矯 正 学 1 葛西　一貴
歯科医師の実務経験を活かして，歯・顎顔面頭蓋の成長発育や増齢に伴った正常な形態と機
能をはじめ，顎の異常な関係や不正咬合の病態を把握し，それら諸構造の修復及び予防につ
いて解説する。

歯 科 衛 生 士 概 論 Ⅰ 2 中澤　 広美
歯科衛生士として大学病院，総合病院での実務経験及び「社会福祉士として福祉現場での実
務経験を活かし，人びとの健康を支援するために医療人としての基礎知識・態度を修得させ，
歯科衛生士の社会的責務を理解させる。

歯 科 衛 生 士 概 論 Ⅱ 2 中澤　広美
歯科衛生士として大学病院，総合病院での実務経験及び社会福祉士として福祉の現場での実
務経験を活かし，人びとの健康を支援していくために対象者のニーズを把握し，倫理的・論理
的に思考するともに，問題発見及び問題解決する方法を理解させる。

障 害 者 歯 科 学 Ⅰ 1 野本　たかと
大学付属病院，口腔保健センター，特別支援学校等での実務経験を生かして，実務と学理の
両面から障害者歯科学をわかりやすく解説する。

高 齢 者 歯 科 学 1 小見山　道
歯科臨床に２５年以上携わった実務経験を生かして，実務と学理の両面から高齢者歯科学をわ
かりやすく解説する。

看 護 学 ・ 生 体 管 理 学 2 石橋　肇
歯科医師の実務経験を活かして，臨床と学理に基づき，生体管理学（歯科麻酔学）をわかりや
すく解説する。

単位数合計 18
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